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一般質問一般質問一般質問一般質問

民
設
・
民
営
の
考
え
は

　
町
長
は
記
者
発
表
で
、
令
和
６
年

度
に
ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構

想
実
現
に
向
け
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
業
務
や
町
民
主
体
の
推
進
組
織
設

置
な
ど
関
連
事
業
の
補
助
を
行
い
、

福
祉
施
設
は
民
設
・
民
営
で
行
う
こ

と
を
公
表
し
た
が
、
考
え
は
。

奥
山
町
長

　

基
本
構
想
や
基
本
計
画
が
出
来
て

も
誰
が
施
設
の
整
備
や
運
営
を
す
る

の
か
が
一
番
重
要
だ
っ
た
が
、
新
た

な
施
設
の
整
備
運
営
を
、
当
別
町
で

先
進
的
な
福
祉
事
業
に
取
り
組
ま

れ
、
様
々
な
実
績
を
有
す
る
「
社
会

福
祉
法
人
ゆ
う
ゆ
う
」
か
ら
内
諾
を

い
た
だ
い
た
。

　

今
回
の
事
業
は
、
全
国
的
に
も
前

例
の
な
い
取
り
組
み
と
伺
っ
て
お

り
、
今
後
は
町
と
社
会
福
祉
法
人
ゆ

う
ゆ
う
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
三
者

に
よ
る
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、

多
く
の
町
民
に
も
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
基
本
構
想
の
実
現
に
向
け

て
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

○
再
質
問

建
設
に
掛
か
る
費
用
は
。

保
健
福
祉
課
参
事

　

総
事
業
費
は
概
算
で
30
億
円
を
超

え
る
金
額
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

○
再
質
問

　
土
地
は
町
の
所
有
地
だ
と
思
う

が
、
施
設
は
ど
ち
ら
の
財
産
に
な
る

の
か
。

保
健
福
祉
課
参
事

　

建
物
は
民
間
が
建
て
る
の
で
民
間

の
財
産
に
な
る
。

○
再
質
問

　
こ
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
多
額

の
事
業
費
を
掛
け
る
た
め
、
将
来
的

に
有
効
的
な
建
物
で
、
健
全
経
営
を

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

　
令
和
９
年
に
福
祉
施
設
建
設
完
了

予
定
だ
が
、
令
和
８
年
１
月
に
は
町

長
選
が
行
わ
れ
る
と
思
う
が
、
出
馬

す
る
覚
悟
が
あ
る
の
か
。

奥
山
町
長

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
軌
道
に
乗

せ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
い
と
の
強
い
思
い
も
あ
る
が
、
基

本
的
に
は
任
期
を
全
う
し
た
上
で
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
誠
心
誠
意
努
め
た
い
。

要
望

　

課
題
解
決
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が

か
か
る
の
で
、
奥
山
町
長
は
次
期
選

挙
も
出
馬
し
て
、
意
思
表
明
を
し
っ

か
り
や
っ
て
頂
き
た
い
。

▲�町・社会福祉法人ゆうゆう・社会福祉協議会による包括連携協定を締結し、
基本構想実現へ動き出した

問 ふくしのまちづくり基本構想・基本計画は
答 基本構想実現に向けて最大限努力する

石
田
利
美
議
員


